
 

 

 

 

報 道 機 関  各位 

平成２６年３月１７日 

東北大学東北アジア研究センター 

東北大学災害科学国際研究所 

   

東北大学東北アジア研究センター・高倉浩樹教授、滝澤克彦教育研究支援者、東北歴史博物館・

小谷竜介学芸員、東北大学災害科学国際研究所・佐藤翔輔助教らの研究グループは、東日本大震

災で被災した宮城県沿岸部の無形民俗文化財データベース「みやしんぶん」を開発・公開しまし

た。 

東北大学東北アジア研究センターでは、2011年 11月から 2013年 3月にかけて宮城県からの受

託事業として、「東日本大震災に伴う被災した民俗文化財調査」を行いました。宮城県沿岸部の津

波被災地の約 23地区を対象とし、各地区＝地域社会における民俗芸能・祭礼・年中行事・生業な

どの無形民俗文化財における震災前と被災実態、復興の過程を明らかにすることを目的とするも

のでした。この成果の一部は、高倉浩樹・滝澤克彦編『無形民俗文化財が被災するということ―

東日本大震災と宮城県沿岸部地域社会の民俗誌』（新泉社、2014 年１月）として出版されていま

す。 

「みやしんぶん」はその調査成果に基づき、東日本大震災で被災した宮城県の無形民俗文化財

の震災前・震災直後・震災後の過程についての情報を一般に公開し、研究・調査・教育上の利用

に役立てることを目的としています。なお、調査事業で収集された聞き書き資料は 400 字詰め原

稿用紙にして約 1,500枚、写真図版資料約 250点になっています。 

テキストは全文検索可能であり、震災前後という形でも情報を絞り込むことができます。また

例えば、「年中行事」「祭礼」といったキーワード検索をすることで、複数の地域にまたがって情

報を得ることも可能です。さらに東北大学災害国際研究所が運営する東日本大震災アーカイブプ

ロジェクト「みちのく震録伝」とデータ連携しており、関連するより幅広い情報が得られやすく

なっています。 

 こちらのサイトからご覧になれます。 

 URL:  http://mukeidb.cneas.tohoku.ac.jp/ 

 URL: http://www.cneas.tohoku.ac.jp 
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「みやしんぶん」のトップ画面 

 

「みやしんぶん」の検索結果の画面例（1） 



 

「みやしんぶん」の検索結果の画面例（2） 

 

【用語説明】 

 みやしんぶん：「宮城県における東日本大震災で被災した無形民俗文化財調査」の中から「宮」

「震」「文」を取り出し、ひらがなにした調査事業の略称 

 無形民俗文化財：祭礼・民俗芸能・年中行事・生業・信仰などの風俗習慣で人びとの生活の推

移を示す、あるいは地域社会における集合的な営みの結晶という点で文化的価値を有するもの 

 

【リンク】 

 東北大学災害科学国際研究所・みちのく震録伝：http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/ 

 


